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１ 商業販売額・個人消費の推移
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商業販売額（小売業）前年同月比推移
（単位：％）

※引用：平成３０年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備（電子商取引に関する市場調査）報告書（経済産業省）

１世帯あたりの財（商品）およびサービス支出の
年間支出金額（単位：万円）

・商業販売額（小売業）について，近年は堅調に推移
・個人消費（財）は，２０１６年までは下落傾向であったが，２０１７年以降はプラスの傾向



２ 電子商取引（EC)における消費動向 ①
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※引用：平成３０年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備（電子商取引に関する市場調査）報告書（経済産業省）

BtoC-EC市場規模および各分野の構成比率

・物販系分野の消費額約１５０兆円のうち，電子商取引での消費は９．２兆円で６．２２％
を占める
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２ 電子商取引（EC)における消費動向 ②

※引用：平成３０年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備（電子商取引に関する市場調査）報告書（経済産業省）

BtoC-EC市場規模（棒グラフ）の
経年推移（億円） スマートフォン経由の物販系BtoC-EC市場

規模とスマートフォン比率の推移

・物販・デジタル・サービス分野全体の電子商取引（BtoC）での消費額は，年々増加傾向
・物販系分野におけるスマートフォン経由の取引額は年々増加傾向で，約４割を占める
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※引用：平成３０年度我が国におけるデータ駆動型社会に係る基盤整備（電子商取引に関する市場調査）報告書（経済産業省）

２ 電子商取引（EC)における消費動向 ③

金額（億円） 前年比（％）

衣類・服装雑貨等 17,728 ＋7.74 12.96

食品、飲料、酒類 16,919 ＋8.60 2.64

生活家電、AV機器、PC・周辺機器等 16,467 ＋7.40 32.28

生活雑貨、家具、インテリア 16,083 ＋8.55 22.51

書籍、映像・音楽ソフト 12,070 ＋8.39 30.80

化粧品、医薬品 6,136 ＋8.21 5.80

自動車、自動二輪車、パーツ等 2,348 ＋7.16 2.76

事務用品、文房具 2,203 ＋7.57 40.79

その他 3,038 ＋9.31 0.85

合計 92,992 ＋8.12 6.22

分類 EC化率（％）
市場規模

物販系分野のBtoC-EC市場規模（２０１８年）

・物販系市場は約９．２兆円のうち，「食品、飲料、酒類」は約１．７兆円、EC化率は２．６４％
・当カテゴリの売上の大きい企業はGMS等のネットスーパー，EC大手企業，飲料専門事業
者，通販事業者等，バラエティに富んでいる。
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３ インバウンド消費の動向

※引用：自治体国際化フォーラム October 2018 Vol. 348（一般財団法人自治体国際化協会）

訪日外国人旅行者の日本滞在中の旅行消費額

・訪日外国人旅行者の日本滞在中の
旅行消費額は増加傾向

・平成２９年はお土産などの買い物代
が最も多く,全体の約4 割を占める

・買い物（お土産）代のうち,食料品等
（菓子類、その他食料品、飲料、酒、
たばこ）は、3,456 億円（対前年比
19 ％増）と堅調に増加



４ 特産品の消費動向 ① 認知度（男女別）
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※特産品の購入実態等に関する調査（２０１７年７月調査結果）（株式会社日本リサーチセンター）のデータを用いて作成

・特産品の認知率について，女性が１０％以上高い品目がいくつか見られ，特産品への
関心の高さが見られる。

特産品の知っているもの（男女別）



４ 特産品の消費動向 ② 認知度（年代別）
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※特産品の購入実態等に関する調査（２０１７年７月調査結果）（株式会社日本リサーチセンター）のデータを用いて作成

・全国的に有名な品目は世代間で大きな差は見られないが，一部品目では，３０代以上の
認知度が高い傾向が見られる

特産品の知っているもの（年代別）



４ 特産品の消費動向 ③ 購入チャネル
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特産品の購入チャネル（複数回答）

※特産品の購入実態等に関する調査（２０１７年７月調査結果）（株式会社日本リサーチセンター）のデータを用いて作成

・特産品の購入場所は「デパート・スーパーの物産展」，「道の駅」が２大チャネル
・実店舗の比率が高い

実店舗：６０．５％
通 販：１９．３％



５ 首都圏アンテナショップの動向 ① 店舗数
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・独立店舗，集合型店舗（コンビニ等の商業施設に併設）ともに増加傾向
・特に市町村単位での出店が進んでいる。（過去３年間で都道府県＋３，市町村＋５）

東京都内のアンテナショップ店舗数

※２０１９年度自治体アンテナショップ実態調査報告（一般財団法人地域活性化センター）を元に作成



５ 首都圏アンテナショップの動向 ② 店舗の改装
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・過去５年間で２５店舗が改装を実施。レストラン等の飲食スペースの設置が目立つ
・本県は２０１５年（平成２７年度）にリニューアルを実施

※２０１９年度自治体アンテナショップ実態調査報告（一般財団法人地域活性化センター）を元に作成



11

５ 首都圏アンテナショップの動向 ③ 店舗実績

※引用：２０１９年度自治体アンテナショップ実態調査報告（一般財団法人地域活性化センター）

アンテナショップ年間売上額の割合（２０１８年） アンテナショップ年間入館者数店舗割合（２０１８年）

・売上高１億円以上の店舗は約６割。
・売上高１０億円以上は２店舗（北海道どさんこプラザ・ひろしまブランドショップTAU）
・入館者数は「１０万人未満」が最も多い。「年間１００万人以上」は４店舗のみ
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５ 首都圏アンテナショップの動向 ④ 機能

※引用：２０１９年度自治体アンテナショップ実態調査報告（一般財団法人地域活性化センター）

アンテナショップ事業内容別店舗数
（重複あり）

アンテナショップ販売戦略別店舗数（重複あり）

・「物販販売」，「イベント開催」，「観光案内」は８割以上の店舗が該当し，アンテナショップの基本的
な機能となっている。
・販売戦略では「店舗以外での販売」，「テストマーケティング」，「企業等への営業」，「店舗がある
自治体との連携」が増加傾向。


